
年
率
80
％
以
上
の
伸
び
が
予
測
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
驚
異
的
な
市
場
の
成
長
に
、
多
く
の

企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
感
じ
て
い
る
か
ら
。

16

1
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、

な
ぜ
注
目
さ
れ
て
い
る
の
か
？

1

2

3

4

6

5

﹇
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
は
人
材
教
育
の
Ｉ
Ｔ
革
命

﹈

「
仕
事
が
一
段
落
し
た
の
で
、
オ
フ
ィ
ス
で
自
分
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
サ
ー
バ
上
の
ウ
ェ
ブ
教
材
に
ア
ク
セ
ス
し
、
研
修
メ
ニ
ュ

ー
を
自
習
。
わ
か
ら
な
い
箇
所
は
ｅ
メ
ー
ル
で
講
師
に
質
問
。

24
時
間
以
内
に
返
事
が
戻
っ
て
く
る
。
し
ば
ら
く
研
修
を
怠
け

て
い
る
と
、
ｅ
メ
ー
ル
で
警
告
文
が
送
ら
れ
て
き
た
…
…
（
こ

れ
は
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
使
っ
た
社
員
研
修
の
一
例
）」

最
近
、
欧
米
や
日
本
で
、
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
を
使
っ
た
教

育
研
修
手
法
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
社
員
教
育
に
取
り
入
れ
る

企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

米
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、
昨
年
か
ら
社
員
・
幹
部
教
育
や
新
技
術
の
研

修
な
ど
に
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
本
格
的
に
導
入
し
ま
し
た
。
全

研
修
メ
ニ
ュ
ー
の
約
30
％
を
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
手
法
に
切
り
替

え
、
ｅ
コ
マ
ー
ス
（
電
子
商
取
引
�
巻
末
）
を
担
当
す
る
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
養
成
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
研
修

期
間
が
短
縮
さ
れ
、
全
社
で
年
間
に
１
億
２
５
０
０
万
ド
ル
の

研
修
コ
ス
ト
削
減
効
果
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
一
手
法
で
あ
る
衛
星
通
信
や

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
を
介
し
た
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
遠
隔
講
義

を
社
員
研
修
に
導
入
す
る
企
業
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
に
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ

Ｏ
Ｍ
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
情
報
技
術
や
情
報
機
器

を
取
り
入
れ
た
教
育
研
修
」
を
指
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
企
業
側
か
ら
見
た
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
　
そ
れ
は
、
社
員
研
修
の
コ
ス
ト
を
削

減
し
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
社
員
に
新
し
い
研
修
内
容
を
効
率

的
に
提
供
で
き
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
社
員
側
か
ら
見
た
メ
リ
ッ
ト
は
、
自
分
の
好
き
な
時

間
に
自
分
に
必
要
な
内
容
を
効
果
的
に
学
習
で
き
る
こ
と
で

す
。
社
内
外
で
の
競
争
が
厳
し
く
な
り
、
必
要
と
さ
れ
る
知
識
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PART

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
何
か
？

1

eラーニングのメリット

�
ITの活用で研修コストを削減。�
学習時間や場所の制約もなくなる

プラス�

教育研修� 活用する�
ツール�

!!

イコール�

活用するメリットは？�

●集合研修にかかるコストの削減�
●社員に新しい研修内容を迅速に提供できる�

など�

企業側の�
メリット�

●自分の選んだ時間で学習が可能�
●自分のレベルに合ったコースを選択できる�

など�

社員側の�
メリット�

●インターネット�
●イントラネット�
●CD-ROM�
●テレビ会議システム　など�

eラーニング�

や
専
門
ス
キ
ル
の
レ
ベ
ル
が
高
ま
り
、
常
に
自
分
を
磨
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

教
育
研
修
業
界
、
Ｉ
Ｔ
企
業
を
中
心
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
か
ら
大

企
業
ま
で
が
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
市
場
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
な



5

ぜ
な
ら
、
市
場
の
驚
異
的
な
成
長
が
見
込
め
る
か
ら
で
す
。

﹇
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
市
場
は
年
率
80
％
以
上
で
成
長

﹈

Ｉ
Ｔ
関
連
調
査
会
社
の
米
Ｉ
Ｄ
Ｃ
社
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
ア

メ
リ
カ
の
企
業
向
け
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
市
場
は
、
１
９
９
７
年
の

２
億
３
４
０
０
万
ド
ル
か
ら
２
０
０
３
年
に
は
１
１
４
億
ド
ル

と
、
年
率
80
％
以
上
の
伸
び
を
予
測
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
、
２
０
０
３
年
頃
に
は
、
市
場
規
模
が
現
在
の
約

５
倍
に
あ
た
る
２
５
０
０
億
円
に
ま
で
膨
ら
む
と
の
予
測
も
出

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
情
報
シ
ス
テ
ム
企
業
、
商
社
、
研
修
サ
ー
ビ
ス

企
業
、
さ
ら
に
大
学
や
学
習
塾
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
が
、

続
々
と
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
市
場
に
参
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
特
化
し
た
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
も
数
多
く
誕
生
し

て
い
ま
す
。
通
信
イ
ン
フ
ラ
や
ハ
ー
ド
面
で
な
く
、
教
育
研
修

内
容
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
の
作
成
に
特
化
す
れ
ば
、
参
入
コ
ス
ト

も
低
く
、
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

近
年
の
Ｉ
Ｔ
革
命
の
普
及
と
進
展
に
は
目
覚
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
１
９
９
０
年
代
半
ば
ま
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
導

入
期
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
政
府
や
学
術
研
究
機
関
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
始
め
ま
し
た
。
次
に
、
企
業
が
宣
伝
目
的

な
ど
の
た
め
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
１
９
９
０
年
代
後
半
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
は
、
産
業
界
を
中
心
に
か
な
り
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
（
電
子
デ
ー
タ
交
換
�
巻
末
）、
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ

（
生
産
・
調
達
・
運
用
支
援
統
合
シ
ス
テ
ム
�
巻
末
）、
ｅ
コ
マ

ー
ス
（
電
子
商
取
引
�
巻
末
）
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
が
企
業
の
経
営
革

新
に
一
気
に
導
入
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
が
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
の
幕

開
け
で
あ
り
、ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
の
第
１
の
波
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

同
時
に
、
こ
の
時
期
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
加
え
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
�
巻
末
）、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
（
非
対
称
デ
ジ

タ
ル
加
入
者
線
�
巻
末
）、
衛
星
放
送
、
携
帯
電
話
な
ど
の
Ｉ

Ｔ
機
器
・
サ
ー
ビ
ス
が
社
会
全
般
に
広
く
浸
透
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
、
教
育
研
修
、
医
療
、
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
し

い
波
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
。「
次
世
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
キ
ラ
ー
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
教
育
研
修
だ
」
と
考
え

る
人
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
キ
ラ
ー
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
イ
ン
フ
ラ
・
サ
ー
ビ
ス
普
及
の
大
き
な

原
動
力
と
な
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
単
に
教
育
研
修
の
効
率
化
を
図

る
だ
け
で
な
く
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
イ
ン
フ
ラ
・
サ
ー
ビ
ス
の
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産
業
に
も
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

﹇
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
の
「
第
2
の
波
」

﹈

米
シ
ス
テ
ム
機
器
大
手
、
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で

あ
る
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
氏
は
、「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
２

年
半
、
着
実
に
成
長
し
た
後
に
、
一
気
に
普
及
す
る
だ
ろ
う
。

電
子
商
取
引
の
成
功
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
第
１
の
波
と
捉
え

る
と
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
こ
そ
第
２
の
波
で
あ
る
」
と
、
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
市
場
で
の
成
功
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
が
我
々
の
生
活
・
人
生
と
企
業
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
本
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
購
入
す
る
だ
け
で

は
な
い
、
も
っ
と
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
レ
ベ
ル
で
人
々
の
生
活
を
変

え
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
、
社
員

は
仕
事
を
よ
り
良
く
把
握
し
、
ま
た
、
持
た
ざ
る
国
は
経
済
的

な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
社
員
に
適

切
な
教
育
方
法
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
会
社
に
は
、
競
争
優
位
は

築
け
な
い
」（
米
コ
ム
デ
ッ
ク
ス
99
年
の
講
演
で
の
発
言
）

こ
の
よ
う
に
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
新
し
い
競
争
社
会
に
生
き

残
る
処
方
箋
と
い
え
る
の
で
す
。
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PART

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
何
か
？

1

eラーニングはeビジネスの第2の波

eラーニングはさまざまな面で新たなビジネスチャンスをも
たらすことが期待されている�

社会基盤の�
変革�

●eラーニング（教育研修）�
●遠隔医療�

●エンターテインメント�
（ゲームなど）�

企業経営の�
変革�

●電子商取引�
●EDI�
●CALS

企業の�
利用拡大�
●wwwで�
情報収集・�
発信�

学術研究・�
教育での利用�
●研究開発�
●教育支援�
（教材）�

第1の波�
第2の波�

インターネット導入期� eビジネスの芽生え� eビジネス開花へ�



基
本
的
な
意
味
は
、「
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
を
活
用
し
た
教
育
研
修
」
の
こ
と
。
似
た
よ
う

な
用
語
と
し
て
は
、
Ｗ
Ｂ
Ｔ
（
ウ
ェ
ブ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
な
ど
が
あ
る
。

20

2
そ
も
そ
も
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
何
か
？

1

2

3

4

6

5

﹇
「
呼
び
方
」
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

﹈

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（e-L

earning

）
と
い
う
呼
び
方
は
、
ア
メ

リ
カ
で
も
１
９
９
９
年
頃
か
ら
次
第
に
広
ま
り
、
今
で
は
す
っ

か
り
定
着
し
た
よ
う
で
す
。

で
は
、
そ
も
そ
も
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
何
を
指
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
基
本
的
な
意
味
は
、「
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

教
育
研
修
」
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
関
連
す
る
他
の
呼
び
名
と
し
て
は
、
遠
隔
学
習
（
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
�
巻
末
）、
遠
隔
教
育
（
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
�
巻
末
）、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
�
巻
末
）、
Ｗ
Ｂ
Ｔ

（
ウ
ェ
ブ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
�
巻
末
）、
ラ
ー
ニ
ン

グ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
学
習
技
術
�
巻
末
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
、
サ
イ
バ
ー
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
バ
ー
チ
ャ
ル
・
ラ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

﹇
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
研
修
全
般
を
指
す
呼
称

﹈

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
定
義
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
り
ま

す
。
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
多
く
の
場
合
、
Ｗ
Ｂ
Ｔ
な
ど
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
学
習
す
る「
オ
ン
ラ
イ
ン
型
の
遠
隔
学
習
」

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
型
だ
け
で
な
く
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
外
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
利
用
し
た

遠
隔
学
習
も
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
「
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

研
修
全
般
を
指
す
呼
称
」
と
し
て
、
幅
広
い
意
味
で
用
い
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
だ
と
遠
隔
学
習
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
思
え
ま
す
。

し
か
し
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
郵
便
に
よ
る
通
信
教
育
は
含
み
ま

せ
ん
。
あ
く
ま
で
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。



﹇
Ｉ
Ｔ
活
用
か
ら
見
た
学
習
手
法
の
発
展

﹈

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
原
型
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た

研
修
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
な
ど
）
で
す
。
こ
れ
は
、
す
で
に
１
９
８
０
年

代
頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
手
法

を
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
性
（
一
方
向
的
か
双
方
向
的
か
）
と

時
間
（
同
期
か
非
同
期
か
）
の
両
軸
で
分
類
す
る
と
、
23
ペ
ー

ジ
の
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

同
期
と
は
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
、
ま
た
は
ラ
イ
ブ
型
」
で
同
時

に
行
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
逆
に
非
同
期
と
は
、
時
間
差
が
あ
る

「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

「
従
来
型
（
タ
イ
プ
Ａ
）」
こ
の
タ
イ
プ
の
教
育
研
修
は
、
同

期
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
）
で
一
方
向
的
な
対
面
式
授
業
が
主
流
で

し
た
。

そ
れ
が
、
Ｃ
Ａ
Ｉ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ア
シ
ス
テ
ッ
ド
・

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
�
巻
末
）
な
ど
に
よ
り
、
一
地
点
だ
が

自
分
で
時
間
を
選
ん
で
学
習
で
き
る
「
自
学
自
習
型
（
タ
イ
プ

Ｂ
）」
が
可
能
と
な
っ
た
の
が
１
９
８
０
年
代
で
し
た
。

し
か
し
、
情
報
機
器
の
処
理
能
力
の
問
題
や
ユ
ー
ザ
ー
の
利

便
性
の
問
題
か
ら
あ
ま
り
普
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
投
資
コ
ス

ト
の
大
き
さ
か
ら
、
研
修
分
野
で
は
む
し
ろ
否
定
的
な
イ
メ
ー
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1

eラーニングの位置づけ

ITを活用した教育研修全般をeラーニング（広義）と呼ぶ�

非同期型�
（オンデマンド）�

◆オフライン型◆�
�

●CBT

◆オンライン型◆�
�

●WBT
●オンライン・�
ラーニング�

同期型�
（リアルタイム）�

●テレビ会議システム�

遠隔学習（含む：通信教育）�
eラーニング（広義）�

≒eラーニング（狭義）�
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1

2

3

4

6

ジ
を
も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
１
９
９
０
年
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
特
に
Ｗ

Ｗ
Ｗ
）
の
登
場
で
一
変
し
ま
す
。
そ
の
利
便
性
と
低
コ
ス
ト
に

よ
り
、
同
期
・
非
同
期
を
問
わ
ず
に
双
方
向
型
の
学
習
が
技
術

的
に
可
能
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
の
結
果
、
Ｗ
Ｗ
Ｗ
上
で
教
材
を
学
習
し
て
e
メ
ー
ル
で
講

師
と
や
り
取
り
す
る
「
Ｗ
Ｂ
Ｔ
型
（
タ
イ
プ
Ｃ
）」
が
広
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
の
ケ
ー
ス
授
業
の
よ
う
に
同

期
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
）
で
議
論
を
戦
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
場
合

は
、「
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
型
（
タ
イ
プ
Ｄ
）」
が
使
わ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
状
況
に
応
じ
た
使
い
分
け
が
可
能
と
な
っ

て
き
た
の
で
す
。

﹇
講
師
と
受
講
者
の
双
方
か
ら
進
捗
状
況
が
確
認
で
き
る

﹈

現
在
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
手
法
で
も
っ
と
も
普
及
し
て
い
る
の

は
、「
タ
イ
プ
Ｃ
」
の
Ｗ
Ｂ
Ｔ
型
で
す
。
そ
の
中
心
的
な
ツ
ー

ル
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
。
ネ
ッ
ト
上
で
は
テ
キ
ス
ト
と
画

像
教
材
が
中
心
で
す
が
、
動
画
を
組
み
込
む
な
ど
、
飽
き
さ
せ

な
い
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
コ
ー
ス
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
学

習
者
と
担
当
講
師
の
双
方
か
ら
研
修
の
進
捗
状
況
が
一
目
瞭
然

と
な
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｂ
Ｔ
型
の
も
う
一
つ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
研
修
内
容
を
更
新

し
や
す
い
こ
と
で
す
。
研
修
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
も
、
新
技
術
・

新
製
品
情
報
な
ど
変
化
の
速
い
内
容
は
ネ
ッ
ト
上
で
す
ぐ
に
新

教
材
に
置
き
換
え
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
変
化
の
少
な
い
基
本

的
な
内
容
の
も
の
は
、
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
等
で
配
付
で
き
ま
す
。

利
用
者
側
か
ら
す
る
と
、
自
分
が
も
っ
と
も
必
要
と
す
る
研

修
を
自
分
の
好
き
な
時
間
に
利
用
で
き
る
な
ど
、
状
況
に
応
じ

て
最
適
な
選
択
が
行
え
ま
す
。
こ
れ
な
ら
自
分
の
ペ
ー
ス
で
効

率
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
Ｗ
Ｂ
Ｔ
型
」
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

掲
示
板
シ
ス
テ
ム
（
Ｂ
Ｂ
Ｓ
）
や
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
、「
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
共
同

課
題
を
こ
な
す
」「
講
師
と
電
子
メ
ー
ル
で
質
疑
応
答
す
る
」

な
ど
、
講
師
や
学
習
者
同
士
が
協
調
し
て
、
双
方
向
的
な
学
習

が
可
能
な
わ
け
で
す
。

海
外
の
学
習
者
や
遠
隔
地
に
い
る
専
門
家
た
ち
と
共
同
す
る

な
ど
、
よ
り
刺
激
的
な
学
習
環
境
を
提
供
で
き
る
こ
と
も
、
Ｗ

Ｂ
Ｔ
型
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
ま
す
。
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1

IT活用から見た学習手法の分類

�
非同期（オンデマンド）型が主流だが、ディスカッションに
は同期（リアルタイム）型と、組み合わせが可能に�

タイプA

タイプB

タイプD

タイプC

同期�

非同期�

一
方
向�

双
方
向�

もっとも普及が�
進んでいる�

従来型�
●教室での講義�
●テレビ、ラジオ利用�

テレビ会議システム型�
●ISDN利用�
●衛星通信利用�

自学自習型�
●ビデオ、オーディオ教材提供�
●CBT［スタンドアローン型］�
（CD-ROM、VOD利用）�

WBT型�
●Web（インターネット）利用�
●イントラネット利用�



学
習
者
自
身
が
「
自
ら
学
び
、
次
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
生
か
す
」
と
い
う
、
よ
り
能
動

的
な
「
学
習
（
ラ
ー
ニ
ン
グ
）」
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
。

24

3
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
こ
れ
ま
で
の

教
育
研
修
と
ど
う
違
う
？

1

2

3

4

6

5

﹇
「
組
織
中
心
」
か
ら
「
個
人
中
心
」
の
教
育
へ
シ
フ
ト

﹈

こ
れ
ま
で
、
教
育
や
研
修
と
い
う
と
、
学
校
や
研
修
セ
ン
タ

ー
な
ど
、
あ
る
特
定
の
場
所
に
受
講
者
が
集
合
し
て
講
義
を
受

け
る
、
と
い
う
の
が
普
通
で
し
た
。
こ
れ
は
、「
対
面
式
」「
座

学
」「
教
室
講
義
型
」
な
ど
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
何
世
紀

も
続
い
た
も
っ
と
も
一
般
的
な
教
育
形
態
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
社
会
の
変
化
が
速
く
、
人
々
の
学
ぶ
べ
き
こ
と

が
急
速
に
変
化
し
、
多
様
化
し
て
く
る
と
、
教
え
る
側
も
、
昔

得
た
知
識
を
の
ん
び
り
と
切
り
売
り
す
る
だ
け
で
は
立
ち
ゆ
か

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、
競
争
が
激
し
く

な
っ
た
企
業
社
会
で
は
、
社
員
に
対
し
て
マ
ス
プ
ロ
型
の
画
一

的
な
教
育
を
提
供
し
て
い
る
だ
け
で
は
立
ち
ゆ
か
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
も
っ
と
成
果
に
直
結
す
る
、
よ
り
良
い
教
育
方
法

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
社
員
が
単
に
研

修
を
受
け
る
だ
け
で
、
そ
れ
が
業
務
の
成
果
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
）
に
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
、
企
業
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
と

な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
最
近
の
人
材
教
育
は
、

「
組
織
中
心
」→

「
個
人
中
心
・
自
己
責
任
」

「
知
識
習
得
」→

「
業
務
成
果
に
直
結
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

向
上
）」
へ
と
、
そ
の
価
値
観
が
シ
フ
ト
し
て
き
た
の
で
す
。

こ
の
変
化
の
対
応
策
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
で
す
。

﹇
よ
り
多
く
の
人
に
効
果
的
な
学
習
を
提
供
で
き
る

﹈

で
は
、
従
来
の
教
育
研
修
（
教
室
講
義
型
）
と
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
？
　
そ
れ
は
、「
双
方
向
性
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
利
用
す
る
技
術
」
で
す
。

従
来
の
教
育
研
修
で
使
わ
れ
て
い
た
技
術
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
な
ど
、
講
師
側
か
ら
学
習
者
に
一
方
的
に
提
供
さ
れ
る
一
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1

従来型の教育研修とeラーニング型の違い

従来型の研修よりもeラーニングのほうがフレキシブル。�
組織中心から個人中心の学習へシフトしている�

コ
ミ
ュ
ニ�

ケ
ー
シ
ョ
ン�

利
用
す
る
技
術�

人
数�

●どちらかとい
えば一方的�

●時間と場所が
限定される�

●双方向的�
●いつでも、�
　どこでも�

●テレビ�
●ラジオ�

●インターネット�
●テレビ会議シ

ステム�

教室のサイズ

に限定される�

不特定多数に

提供できる�

eラーニング�従来型�


